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「行政事務の集約による業務効率化に向けた調査・検討等業務」委託に係る 

企画提案実施要領 

 

１ 業務の名称 

行政事務の集約による業務効率化に向けた調査・検討等業務（以下「本業務」

という。） 

 

２ 業務の概要 

 ⑴ 業務内容 

   「行政事務の集約による業務効率化に向けた調査・検討等業務」委託仕様

書に示す内容とする。 

 ⑵ プロポーザルの方式 

   公募型プロポーザル方式 

⑶ 公募方法 

宇都宮市ホームページ（https://www.city.utsunomiya.lg.jp/）に 

実施要領等を掲載し，提案を公募する。 

 ⑷ 履行場所 

   宇都宮市旭１丁目１番５号 

宇都宮市本庁舎内・その他市長が特に認める場所 

⑸ 契約期間 

契約締結の日から令和８年３月３１日（火）まで 

⑹ 企画提案上限額 

１３,０００,０００円（消費税及び地方消費税を含む。） 

⑺ 事務局 

宇都宮市 行政経営部 行政経営課 経営管理室 

〒３２０－８５４０ 栃木県宇都宮市旭１丁目１番５号 

TEL：０２８（６３２）２０３６ 

FAX：０２８（６３２）５４２５ 

E-mail：u05000700@city.utsunomiya.tochigi.jp 

 

３ 参加資格 

本件プロポーザルに参加する者は，以下の条件をすべて満たす者とする。 

⑴ 地方自治法施行令第１６７条の４の規定に該当しない者であること。 

⑵ 宇都宮市の令和７～１０年度入札参加有資格者名簿（物品製造・販売・委 

託業務・その他）の大分類名称「委託業務」，取扱種目名称「その他の業 

務」又は「調査・分析等業務」に登録されている者，又は，令和７年７月１
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日時点の同名簿（大分類名称「委託業務」，取扱種目名称「その他の業務」又

は「調査・分析等業務」）への登録が完了する見込みの者であること。 

⑶ 宇都宮市入札参加停止等措置要領に基づく入札参加停止又は入札参加 

保留中ではないこと。 

⑷ 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更生手続開始の申し立 

てがなされていない者又は民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づ 

く再生手続開始の申し立てがなされていない者であること。ただし，手続開 

始の決定後，宇都宮市長が別に定める入札参加資格の再認定を受けた者を 

除く。 

 

４ 手続等 

 ⑴ 参加申請 

本件プロポーザルへの参加を希望する者は，以下に記載するとおり，参加 

申請関係書類を提出すること。 

  ア 提出書類  

参加申請書（様式第１号） １部 

  イ 提出期限  

令和７年６月４日（水）午後５時まで 

  ウ 提出先 

２の⑺に定める事務局 

  エ 提出方法  

２の⑺に定める事務局の電子メールに送付すること。なお，電子メール 

送信後，電話で受信確認をすること。 

オ 資料の提供 

「参加申請関係書類」を提出した者へ，令和元年度及び令和２年度に本

市が実施した業務量等調査の参考資料を提供する。なお，資料について，

本事業以外での使用は一切認めない。 

 ⑵ 質問及び回答方法 

ア 質問の内容 

質問は，企画提案書等の作成に係る質問に限るものとし，評価及び審査 

に係る質問は一切受け付けない。 

イ 提出期限 

令和７年６月４日（水）午後５時まで 

  ウ 提出方法・提出先 

質問書（様式第２号）を使用し，複数回にならないようまとめて提出す 

ること。また，２の⑺に定める事務局の電子メールに送付すること。なお， 
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電子メール送信後，電話で受信確認をすること。 

  エ 質問の回答方法 

質問書に対する回答は，すべての参加者（参加申請書に記載された連絡 

先）に対して，令和７年６月１１日（水）を目途に電子メールにより回答 

する。 

⑶ 提案関係書類の提出 

ア 提案関係書類 

   提出書類一覧表のとおり 

 イ 提出期限 

令和７年６月１８日（水）午後５時まで【時間厳守・必着】 

ウ 提出場所 

  ２の⑺に定める事務局 

エ 提出方法 

２の⑺に定める事務局へ持参又は書留郵便にて提出すること（郵送の 

場合は期限内必着）。なお，持参の場合の提出時間は平日午前８時３０分        

から午後５時までとする（宇都宮市の閉庁日を除く）。 

オ 提案辞退 

提案を辞退する場合は，提案関係書類の提出期限までに辞退届を書面 

にて提出すること。なお，辞退は自由にでき，辞退による不利益は生じな

い。 

カ その他   

   ① 提案関係書類の取扱い 

    ・ 提案関係書類の提出後から契約候補者の選定までの間は，提案関係

書類に記載された内容の追加及び変更について一切認めない。ただ

し，宇都宮市が提案関係書類の差し替え，変更または取り消しを認め

たときはこの限りではない。 

・ 提出された提案関係書類は一切返却しない。 

    ・ 提出された提案関係書類は，本プロポーザルの手続及びこれに係る 

事務処理に必要な範囲において，企画提案書等の複製，保存等を行う。 

   ② 提案関係書類の表現方法 

    ・ 提案関係書類は，専門的知識を有しない者であっても理解し易く， 

わかりやすいものとすること。 

③ 提出に当たっての留意事項 

・ 企画提案書等の作成にあたっては，仕様書及び提出書類一覧表の内 

容を確認のうえ，作成すること。 

・ 理由を問わず，企画提案書等の提出期限後の提出は一切受け付けな 
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い。 

⑷ プレゼンテーションの実施 

ア 日 時 

令和７年６月２４日（火） ※ 時間は別途連絡する。 

イ 場 所 

宇都宮市が指定する場所（別途連絡） 

  ウ 提出した提案書を使用する。１者あたりの持ち時間は３０分とし，うち 

２０分間を発表，１０分間を質疑応答とする。PowerPoint等を利用して 

プレゼンテーションを行う場合は，あらかじめ電子データを市へ提供す 

ること。 

  エ その他 

    プレゼンテーション当日の出席者は各社３名以内とし，説明に用いる 

資料は，事前に提出された企画提案書のみとする。 

 

５ 提案関係書類作成の留意事項 

 ⑴ 企画提案書について 

・ 仕様書に基づき提案すること。 

・ 企画提案書の内容は，提案者が自ら実現できる範囲内で記載すること。 

・ 企画提案書に記載された内容について，その実現に必要となる費用は， 

すべて受託者の負担となるため，仕様書の内容を十分に理解したうえで 

提案すること。 

・ 企画提案書の形式は，Ａ４判の縦または横，両面横書き，左綴りを基本 

とし，様式は任意とする。ただし，図面等でこれによりがたい場合は，こ 

の限りではない。 

⑵ 企画提案書の主な提案事項 

① 実施体制 

・ どのような実施体制で業務に臨むことができるのかを記載すること。 

② 実績 

・ 類似の事業等の実績について記載すること。 

③ 実施方針 

・ 本業務の目的や工夫する点などの実施方針を記載すること。 

  ④ 調査・検討等業務について 

（※「（仮称）行政事務センター」を以下「センター」という。） 

   ・本市の行政課題やセンター設置の目的を踏まえた上で，本市の業務量等

調査結果や自社で取り組んだ類似業務におけるノウハウや経験を活か

して，「センター委託対象業務の決定」の取組方針を記載すること。（ど
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のような考え方に基づいて取り組むか等） 

   ・「センター委託対象業務の決定」にあたり，担当課ヒアリングなどの調

査・分析結果をもとに，適切にセンター委託時の改善案や効果などを示

すことができるよう，専門的知見を反映した論理的な手法を記載する

こと。 

   ・「センター委託対象業務の決定」や「センター設置に向けた基本要件の

整理及び効果測定等」にあたり，自社で取り組んだ類似業務におけるノ

ウハウや経験を活かした創意工夫があり，実現性のある提案を記載す

ること。 

   ・「センター委託対象業務の決定」や「センター設置に向けた基本要件の

整理及び効果測定等」にあたり，本市の実情や課題を踏まえ，円滑なセ

ンター設置に向けて有用性の高い提案をするための視点を記載するこ

と。 

  ⑤ 全体スケジュールについて 

   ・ 本業務全体を確実に遂行できるよう，効率的なスケジュールを記載す 

ること。 

  ⑥ 独自提案について 

   ・ 仕様書に記載の業務のほか，センター設置に向けた調査・検討等業務

にあたり，効果的と思われる取組・提案について，予算上限額の範囲内

でその内容を記載すること。 

⑶ 見積書について 

・ 見積金額の上限額は，１３，０００，０００円（消費税及び地方消費 

税を含む）とし，上限額を超える提案は失格とする。 

    ※ 消費税は１０パーセントで見積もること。 

  ・ 見積書は企画提案書とは別に作成し，見積書内訳を添付すること。 

  ・ 見積書に記載する金額は，本体価格と消費税額を別に記載し，合計金額 

を明示すること。 

・ 見積金額は，業者選定のための見積金額であり，契約金額を決定するも 

のではない。 

 

６ 審査，評価及び選定について 

⑴ 審査方法 

「行政事務の集約による業務効率化に向けた調査・検討等業務」委託実施

に係るプロポーザル審査委員会設置要領に基づき設置する審査委員会（以下

「審査委員会」という。）において，企画提案書及びプレゼンテーションに

よる審査を行い，提案者への質疑等を行ったうえで，最優先順位者及び次点
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の者を選定する。評価に際しては，価格や地域貢献度についても評価対象と

なる。 

⑵ 審査結果の発表 

・ 審査結果は，提案者に対して，７月９日（水）以降に書面で通知する。 

  ・ 審査結果に対する異議申し立ては受け付けない。 

 

７ 本件プロポーザルに係るスケジュール 

内  容 日    時 

公募の開始 令和７年５月２８日（水） 

参加申請関係書類の提出期限 令和７年６月４日（水）午後５時まで 

質問書の提出期限 令和７年６月４日（水）午後５時まで 

質問書に対する回答 令和７年６月１１日（水） 

辞退届の提出期限 令和７年６月１８日（水）午後５時まで 

提案関係書類の提出期限 令和７年６月１８日（水）午後５時まで 

提案に係るプレゼンテーション 令和７年６月２４日（火） 

審査結果の通知 令和７年７月９日（水）以降 

※ このスケジュールは，変更となる場合がある。 

 

８ 特記事項 

⑴ 本件に係る費用負担 

企画提案書等の作成，提出・プレゼンテーション等に要する費用は，その 

一切を参加者の負担とする。 

⑵ 使用言語及び通貨 

本プロポーザルにおいて使用する言語及び通貨は，日本語及び日本国通 

貨とする。 

⑶ 事務局からの疑義照会及び追加資料 

提出期限までに企画提案書等の提出をした者に対して，事務局から企画 

提案書等の内容についての疑義照会や追加資料の提出を求めることがある。 

⑷ 提案者の失格事項 

以下の事項のいずれかに該当するときは，失格とし，本プロポーザルへの 

参加資格を失う。 

ア 企画提案上限額を超えた企画提案書及び見積書が提出されたもの 

イ 虚偽の内容が記載されているもの 

ウ 提出方法，提出場所，提出期限など，本要領その他の定めに適合しない 

もの 

エ 記載すべき事項の全部又は一部が記載されていないもの 
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  オ 契約締結までに本要領に定める参加資格に該当しなくなったもの 

  カ その他「実施要領」の諸条件に違反したもの 

⑸ 契約 

  ・ 提出された提案関係書類及び提案のプレゼンテーションに基づき審査 

を行い，最優先順位の者と随意契約により契約を締結する予定である。 

・ 契約手続き及び契約書は，宇都宮市契約規則の定めるところによる。 

・ 宇都宮市は，契約締結後においても，契約者に本提案における失格事項 

又は不正と認められる行為が判明した場合は，契約を解除できるものと 

する。 

 

 


